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で多量に採食されているo E区では，実量で約17晦

であったが乾物で約4．2KPと最も採食量が少なかった0

このことは，製品の高水分が大きく影響していると考

えられた。

以上各種添加物を加えて調製した生わらサイレー

ジが家畜の嗜好および摂取量に及ぼす影響を検討し

ょぅとしたが，調製段階ですでに材料の水分含量の差

異によって品質に影響を与え，このことがさらに利用

時の変質とも関連して，各処理間の比較を厳密に行な

うことは困難であった。しかし，過去の実験結果とあ

わせ考えるならば，糖蜜吸着物などの添加によって発

酵促進効果が認められた場合の生わらサイレージは，

品質の向上と同時に家畜の嗜好性を改善する効果は高

いと認められた。

搾乳牛の輪換放牧飼養試験

丹　治　健　吉

（福島県畜試）

1　は　じ　め　に

酪農経営の規模拡大に伴う省力的な飼養技術と集約

的な草地利用を目的として，搾乳牛を用いた時間制限

放牧を2カ年実施した。第1年次は外気温が採食量に

影響を及ぼし．放牧時間帯により，長時間放牧が不利

なことが認められた。第2年次においては供試牛の頭

第1表　　供　　　試　　　牛

数を増し，放牧時間帯を変えて試験を実験したので，

その成績を報告する。

2　試　験　方　法

1試験は第1表のとおり供試牛12頭を用い，ラ

ンダムに占領ずつ2区に分け，反転供用した。

区 分 試験 番号 名　　　　　　　　　　　　　　 号 体　 重 乳　 量 最 終 種 付

Ⅰ 区

1
ロ ン グ　 フィール ド　 カ ス ケー ト　 ウィソサ ム （ロ　 ン　 グ） 4 1 9 1 R d 4 5． 4． 5

2
チ ッチ ェ　 マ ドキ ャ ッ プ　 ウ ィ ソサ ム　 （ウ　 ィ　 ソ サ ム） 8 5 5 1 R 2 1．2 8

5
イ ンペ リア ル　 ウィソサ ム　 マ ドキャップ　 （イ　 ン　 ペ ） 5 0 0 2 5 ．4 5．1 8

4
ロペ ス　 ス ノー ポー ル　 マ ドキャップ　　 （p　 べ　 ス） 5 1 1 1 6．8 4．1 5

5 ァ ィ デ ア ル　 ウィソサ ム　 シ ー ニア　　　 （シ　 ー　 ニ　 ア） 5 9 5 1 7 2 1． d

d
シ ー チ ェ　 7 ィ ′レ ド　 チ ル ダ　　　　　 （チ　 ′レ　 ダ） 7 5 5 4．0 4．1 0

皿　区

7
フ リップ　 マ ドキャップ　 ウ イ ンサ ム　　　 （マ ドキ ャ ップ ） 8 0 5 5 0．0

4．2 2
8

テ ソチ ェ　 ウイ ンサ ム　 パ レー ド　　　 （パ　 レ　 ー ド） 8 5 0 2 4．8

9 第 2 ロ ペ ス　 プ ラッシー　 ス ノ ー ポ ー ル　 （ス ノ ー ポ ー ′レ） 7 1 9 －
4 4．1 1．1 （i

1 0
マ ドキャップ　 ダ ブ ル　 コマ ン ダ ー　　　 （コ マ ン ダ ー） 4 9 7 1 鼠0 4． 4

1 1 マ ラ ソ ン　 べッシー　 シ ソデー　 ウィソ サ ム （べ　 ッ　 シ　 ー） 5 4 8 2 8．8 4 4．1 2．2 8

1 2 第 2 イ ンペ リア ル　 ウィン サ ム　 ル テ ナ　 （第 2 イ ン ペ） 8 2 9 1 8．8 1．1 1

2　試験期間は昭和45．6．鼠～10．12日までとし，　放牧時間は2時間区を午軌午後各1時間とし・4

順致放牧を5月12日よりd月8日まで実施した〇　　時間区は午前，午後各2時間の放牧とした0

5　放牧方法および時間は第2表のとおりであり，　　放牧時間帯は開始時間を搾乳後とし・午前7：00－

反転試験法により，予備放牧1週間と試験放牧2週間　7：50時，午後は2時間区の終了を日没に合わせて逆

を1期とし，5期間をもって，1サイクルとし，2回　算し，午後5：50～5：00時に開始し・それぞれ・1

繰返しを行なった。　　　　　　　　　　　　　　時間および2時間の放牧を行なった0
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第2表　区の構成および放牧時間

試 験 回 次 期　　　　　　 間 区 別
放　 牧　 時　 間

区 別
放　 牧　　 時　 間

（ 2 時 間 区 ） （ 4　時 間 区 ）

Ⅰ

順 致 放 牧　 5／ 2 1 ～‘／ 1 8 1 区 A M　　 R 5 0～ 1 1．5 0 2 区 A M　　 R 5 0～ 1 1．5 0

1

予 備 期　　　 占．／ 9 ～ 1 5

1 区

A M　　 7 5 0～　 8．5 0

2 区
A　M　　 7 5 0一一　 9 5 0

試 験 期　　　 1 占～ 2 9 P M　　 5．D O・・－　 8．0 0 ア■M　　 5．0 0、　 7 O D

2

予 備 期I d／ 5 0～ 1 ／ d

2 区
A M　　 Z 0 8－　 8．0 0

1 区

A　M　　 7 0 0～　 鼠0 0

試 験 期　　　　 7～ 2 0 P M　　 5．0 0 ～　 6．O D P　M　　 5．0 0 ・～　 7 0 0

5

予 備 期　　　　 2 1～ 2 7

1 区

A M　　 7 0 0・－　 8．8 0

2 区

A M　　 Z D D～　 9 0 0

試 験 期　　 2 8 ～ 8／ 1 0 f M　　 5．0 0 、　 占．D O P M　　 S．D O・－　 Z O O

Ⅱ

1

予 備 期　　 8／ 1 1～ 1 7

2 区
A M　　 7 0 0～　 8．0 0

1 区

A M　　 7 1 0一一　 8．0 0

試 験 期　　　 1 8一一5 1 P M　　 4．5 0－　 5．5 0 P M　　 4．5 0一〉　 占．5 0

2

予 備 期　　　 9／ 1 －　 7

1 区
A M　　 ス5 0・・～　 8．5 0

2 区

A M　　 7 5 0一一　 鼠 5 0

試 験 期　　　　　 8 ～ 2 1 P M　　 4．0 0・｝　 5．0 0 P M　　 4．0 0・－　 占．0 0

5

予 備 期　　　　 2 2～ 2 8

2 区
A　M　　 8．0 0、′　9 0 0

1 区

A　M　　 8．0 0～ 1 0．0 0

試 験 期　　　　 2 9～ 1 2 P M　　 5．5 0 ・－　 4．5 0 f M　　 5．5 0～　 5．5 0

4　供用草地は造成5年日と1年目のオーチャード

グラス主体の混播牧草地S haとし，放牧および一部は

第1回の刈取供用後に用いた。

牧区は10aを50分劃し，隔障物は電気牧柵を用

第5表　草生　の　状況

いた。

試験期間中に固定ケージによって調査を行なった。

生産量および一般成分は第5，4表のとおりである。

月 日
草　 高　 窓 芸 刈 取 草 量　 霊 芝 草　　 種　　 比　　 率

オーチ ャー ド　　 イタ リアン　　 ラジノ　　 雑草

8．1（～ 5 4士9（Ⅶ　　　 2 5 8 8 7 士 5 2 0 K7　　 5 7 7 6　　　　　　　　 1 9　　　　　　　　 2　　　　　 5

ス2 5 5 4士4　　　　 1 0 8 9 0 士 1 5 0　　　　 1 5 d 8　　　　　　　　 1 5　　　　　　 1 5　　　　　 4

9 1 7 5 2士8　　　　 1 7
8 2 0 士 2 8 2　 5 4

（2，5 7 7 K P）
　 d 9　　　　 5　　 1 4　 1 5

l

第4表　混播牧草および配合飼料の成分表

区　　 分
成　　　　 分　　　 分　　　　 析　　　 値 推 計 養 分

D （〕P T 工）が水　 分　　 阻 蛋 白質　　 粗脂 肪　　 N F E　　 粗 せん維　　 粗灰 分 D　 M

紹 … 8 7 0　　　　　　 2．9　　　　　 0．6　　　　　 4．8　　　　　　 5．5　　　　　 1．4 1 5．0 2．1　　 8．7

8 2．7　　　　　　 4．1　　　　 0．9　　　　　 5．4　　　　　 4．9　　　　　 2．2 1 ス5 2．9　 1 1．4

8 1．5　　　　　　 4．0　　　　　 1．0　　　　　 8．4　　　　　　 4．8　　　　　　 2．0 1 8．2 2．9　 1 2．2

配　　　 合 1 2．4　　　　　 1 4．2　　　　　 5．0　　　　 5 5．6　　　　　　 5．4　　　　　　 ス4 8 Z d 1 0．8　　 8 2．9

5　供用飼料および給与量はビートパルプと配合飼

料を用い，配合飼料の一般成分および養分推定値は第

4表のとおりである。

給与量はビート′くルプを日量1Kク．配合飼料を乳量

の烏蜃とし，1日2回に分与した。

占　採食量の測定は放牧前後の体重差に排糞排尿量

を加えたものとし，各区より5頭を抽出して測定した。

また，放牧時間の気温を電球，湿球およびグローブ

の温度について測定を行なった。

5　試験成績および考察

1　放牧時間と採食量

2時間，4時間の両区5頭の日平均採食量を体重比

に換算し，比較を行なった成績は第5表のとおりであ
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り，両区を反転供用した結果，個体および時期により

差がみられたが，2回とも4時間区の採食量が多く，

全期間内の日平均採食量（体重10KP当り）は2時間区

占．BKクに対し，4時間区8・5Kクとなり，有意差（p＜

0．05）が認められた○

しかし，両区間の差は少なく－　2時間の放牧区が早

い速度で採食されることが認められた0

第5表1日平均採食量（体重比）　（晦）

区　 分 供試牛 年　　 前 午　　 後 1 日量

2 時間

1 区 5．59士 1．19 5．25士0．9 9

8．82± 1．78

2 区 5．89 士0．7 7 5．27±0．99 （59 0）

4 時間

1 区 4．8 9士1，15 5．8占士 1．0 2

8 52士2 55

2 区 4．18土 1．45 5．95 土1．8 9 （52．8）

注．（）内は実測値

2　外気温と採食量

（1）温湿度指数

乳用牛の生理的反応と最も関連性の深いとされてい

る温湿度指数（すなわち，D．で×0・1＋W・TXO・9　の

重みづけを行なった数値）と採食量の関係は，第1回

のとおり気温の上昇時期である前半には，2時間区で

相関係数rニー0．580（P＜0．01），4時間区．rこ≡さ．0・555

（ア＜0．05）となり，逆相関朗係が認められ．気温，湿

度の上昇によって採食量の減少が認められた。しかし，

気温20℃以下の日数の多い後半では温湿度指数に対

する相関性が少なく，関連性は低かった0

％　　％　　％
・1　・．・■　、、・　－l・

第1図　温湿度指数と採食量（体重100Kク当り）

（2）放牧時間帯

試験期間の放牧時間帯は第2表のとおりであり，こ

の時間帯においては，盛夏期（乾球温度51℃，グロ

ーブ温度41～48℃）の高温時においても採食中血

流私呼吸状態の変化などの行動は観察されなかった0

したがって，盛夏期においても，午前9時以軌　午後

5時以後の放牧によって高温の影響を除けるものと考

えられた。

5　泌乳量

泌乳量は第6表のとおり，放牧時間による差は少な

く，両区周に有意差は認められなかった。

第8表　泌乳基の比較（平均日量N≡5）　（晦）

時　 期 供試牛 放　 牧　 時　 間 摘　 要

色パ d

～ 亀パ 0

l

1

2 h　　 4 h　　 2 h

F 4．1 1 7 d N S

1 鼠5　 2 2．2　 1 9 8

2 2 4．9　 2 4．8　 1 8．1

5

7

1 8．4　 1 8．d　 1 7 9

4 h　　 2 h　　 4 h

5 0．5　 5 0．5　 2 ス2

8 2 5．4　 2 5．8　 2 2．0

1 1 2 8．9　 2 8．6　 2 4．5

邑／ 8 ～

1 q／ぺ2

1

4 h　　 2 h　　 4 h l

N S

2 0．5　 1 7 8　 1 7 2

2 1 7 8 1 占．5 1 5．5

4

7

1 ス8 1 8．5 1 5．8

2 h　　 4 h　　 2 h

2 5．1　 2 4．7　 2 2．4

8 2 1．8　 1 8．9　 1 ム7

1 1 2 4．9　 2 5．7　 1 鼠 7

この成績は泌乳量に応じて配合飼料を給与したほか，

日量1Kクのビートパルプの給与を行なったため，時間

差による採食量の差が泌乳成績に影響を及ぼすに至ら

なかったものと推察された。

4　排糞回数

排糞回数は第7表および第2回のとおり，1時間放

牧の回数は2時間連続に比較して％程度であり，放牧

第7表　排糞回数（N＝＝5）

区　　 分

1 9 7 0 1 9 d 9

1 日　 1 時 間 1 日　 1 時 間

1 頭　　 当　 り 1 頭　 当　 り

2 時 間 区 〇・8 1　　 0．5 1 0．8 0　　 0．4 2

4　時 間 区 1・8 1　 0．4 5 2．4 7　　 0．8 5

牛の排糞は放牧開始後40分ころに始まり，そのレベ

ルで継続する。

しかし，1時間放牧においては時間内の排糞は比較
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的少なく，放牧終了と同じに採食行動を打ち切られた

時点に行なうものの多いことが認められた0

0　　　　時間　　1．0

第2図　放牧時間の経過と排糞回数

－108日間5頭の累積回教－

5　推定養分摂取量

養分摂取量は一般成分分析値をもって，可消化養分

摂取量を推計した計算値によると，成雌牛の維持

に要する養分量（体重100Kク当り）0．755Kクに対し，

2時間0．754Kク，4時間0．899Kクの摂取量となり，2

時間の放牧による採食量は維持量をわずかに下回った。

5　要　　　　　約

搾乳牛の放牧飼養技術の把握を目的として，時間制

限による輪換放牧飼養を行ない，採食量を主に気温の

影響などを調査し，次の結果を得た。

1　日平均採食量は体重10DKグ当り，2時間区d・8

晦，4時間区8．5Kクで，両区間に有意差が認められた。

しかし，2時間区は短時間に有効に採食を行なった。

2　気温の採食に及ぼす影響は温度の持続的に上昇

する時期に認められたが，早朝および日没前の放牧に

よって暑熱の影響は除かれた。

5　泌乳量には両区に差が認められなかった。

4　排糞回数は1時間放牧の1頭平均数0．5回に対

し，2時間放牧では〇・9回と5倍の回数となり，不食

過繁草の発生を多くすることが認められた。

5　草地利用上から，時間制限放牧が草地の集約的

利用に適することが認められたが，採食量は2時間区

は維持義分量程度であり，したがって，泌乳量に相当

する飼料の補給が必要となった。

乳牛に対するウイスキー蒸留廃液の飼料的利用に関する試験

－とくにウイスキー蒸留廃液の給与量が、

乳量、乳質に及ぼす影響について一

大沼　保・斉藤孝夫・丹野祐一・秋元武蔵

（宮城県負託）

1　ま　え　が　き

ウイスキー工場の県内進出に伴い，その製造副産物

であるウイスキー蒸留廃液および生粕が，県内の乳牛

飼養農家の一部に，乳牛の飼料としで恒常的に利用さ

れるようになった。しかし，従来は蒸留廃液の給与量

や給与法の試験成績が少なく，不合理な給与実例が多

かった。そこで，乳牛に対するウイスキー蒸留廃液の

効率的な利用についての検討が強く要請されたので，

その給与量の違いが，乳量・乳質に及ぼす影響につい

て検討した。

2　試　験　方　法

1　試験期間

ト期14日間の5期間（42日間）実施

l期　45．12．10－45．12．24

皿期　45．12．25－4占．1．　7

Ⅲ期　46．1．　8～46．1．21

2　試験場所

宮城県宮城都宮城町新川酪農組合

5　供試家畜

同組合のけい養搾乳牛の中から条件近似のホ種

およびホ種系d頭を選定して各区2頭1組として

供試した。

4　試験区分

廃液の給与量により体重の2虜，1蕗および0．5

喀給与区の5区とし，ラテソ方格法により実施し

た。




